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一
……一 基本理 念 …『『 「

！ 業界の発展並びに 組 韻 の社会的地位の ｉ

１ 向上に努め 礪 と融和を図り ｉ
ｌ 一視同仁の精神をめざすと共に ｉ

ｌ 企業の健全なる経営体制を促進し ｉ
ｌ その成長発展により 地域社会に貢献する ｌ

Ｌ
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（２） （協）千葉電設協会だより
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礁診

ご 挨 拶

千葉市長 鶴 岡 啓 一一

こ の度、 協同組合千葉電設協会には、 会報 「千葉電設協会だより」 第１８号が発 刊さ

れま した こ と、 心 か らお 喜 び 申 しあ げ ます。

皆様方には、 日頃より、 好地理事長さん を先頭に一致協力され、 業界の発展に努め

られ て お り ま す と と もに
、 市 民 生 活 の 向上 並 びに 市 政 発 展 の た め、 多 大 なる ご理 解 ・

ご協 力 を 賜っ て お りま す こ と、 心 か ら 敬意 と 感 謝の 意 を 表 す る 次 第 で あ りま す。

さ て、 本 市は、 現 在、 人 口９１万 人 を擁ｉし、 政令 指 定 都 市 と し て、 また、 首 都 機 能 の

一翼を担う業務核都市として、 着実に発展 を続 けていますが、 地方 分権 がさらに推進

さ れ る 中、 こ れ ま で 以 上 に自 主 性・ 自 立 性 を 高 め た ま ち づく り が求 め られ て お り ま す。

そ こ で、 私 は、 さ ら に 充 実 した 大 都 市 行 政 を 展 開 い た す と とも に、 市 民 お 一 人 お ひ

とりが安心 していきいきと暮 らせるよう、 ３年次目となる 「新５か年計画」 を着実に

推 進 する な ど、 市 政 運 営 に 全 力 で取 り 組 ん で い る と こ ろ であ り ま す。

特に、 自然環境保全や循環型社会づく りな どの 「環境問題への対応」、 子育て支 援や

教育などの 「少子化対策」、 高齢者の生き がい対策などの 「高齢社会への対応」、 『花の

都・ちば』 をめざす 「都市イメージの確立」、 創業支援や雇用創出な どの 「地域経 済の

活 性化」、 蘇我特定地 区整備など 「都市再生の取 り組み」、 そして、 電子市役所の実現

な どの 「情報化 の推進」 を引き続き重点 的に取り組む７分野と位置付け、 各種事業の

充 実 ・ 推 進 を 図っ て 参 り た い と 考 えて お り ま す。



。卓拳 つ 認 ｕ＝～羅 辮 ２ ’ユ つ皐 つ 認 ｑ Ｑ塁 鉢 景 醐 罫２

・劉翻２⑦享 辮易首琴＝～醤寡二 ⑦享拳 卓拳罷》（ｏ》劉着…鶏誕士号聡團劉 覧⊃ｌＱＱ鉢

。ゑ峯α禦£Ｌ鴇欧 曾謡像 つ由ｑ醐鉢曾【四 ” ９アゑ準Ω臨景年製

２ ・ 響 葦２ ⑦ 慰一 ’（｝ユ り 撃 り 軽⊃ 瞳 學 ’⊃１（｝＝～＝～ゑ 準１雰９（巽髭⊃ 魍 寡⑦ 雷 蒙 ’１雰皐

年 卿窪一⊃１ 韓 劉⊃痒…翻 ＼４９ヨ 立 ⑦ゑ撃Ｑ 駐 ，製但 鷺 ♂〆罷α狙ユ 暇｝⊃１

暴蓮｛壇 卑 ’つ 羅目 聖 「醤 寡 曾 禦鰯！鰯：⑦ 駒 卑」 ２ 「丁 囲 ⑦ 冊 費 習 卑」 ら＝～謁く７
へ澱 健

（８） ６丁昇号隅苓塁塵護士（暫）



（４） （協）千葉電設協会だより

イ ンタ ーネッ トに填っ て います

千葉市都市局建築部 参事 健 築管理課長 篠 崎 幸 康

今、 イ ン タ ー ネ ッ ト ゲー ム に填 っ て い ま す。 ゲー ム と 言っ て も ヤ フ ー の対 戦囲 碁 で

目 に 見 え な い 敵 と 戦っ て い る よ う な も ので す。 とは 言 っ て も皆 さ ん 名 前 を持 っ て いま

す。 自 分 の名 前 は 安 易 に 付 け たｓｈｉｎｏｔｉ２０００で す が人 に よ っ て は、 例 え
ばｇｏｒｕｇｏ３０と

い う 名 前 で、 ウ ー ン これ は で き る な とい う 人 や、 ｈｅｂｏｇｏｌお や、 こ
れ は、 お もわ ず 楽 し

くなる人もいます。 でも勝負です！気合い を入れて戦うつもりでマ ウス を動か します

が、 何 で こ ん な と ころ に石 が あ る の と いう こ と も しば し ば 起 こ り、 本 当 に集 中 力 のな

さ に あ き れ 果て ま す。

職 場 に あっ た ワー プロ で キ ー ボ ー ドは タ ッチ して い ま した が、
パ ソ コ ンの 使 い 方 な

ど 解 ら な かっ た４年 ほ ど 前、 趣 味 でパ ソ コ ン を 組 み 立て た り、 ノ ー トパ ソ コ ンを 自 在 に

使 い、 プ ロ グラ ム を組 む 仕 事 を して いる 子 供に 刺 激 さ れ、 ヨ ド
バ シカ メ ラ で ノ ー トパ

ソ コ ン、 シャ ー プメ ビウス を 買っ て しま い ま した。

早速意気込んで職場に持っていき仕事に使おうと思いました が、 これがなかなか思

う よ う に いき ま せ ん。 マ ニ ュ ア ルを 必 死 に 読 ん で も、 キ ー ボー ドの 意 味が よく わ か り

ま せ ん。 ま して や ワ ー ド、 エ クセ ル、 一 太 郎 等 の ソ フ ト を どう 使 っ て い い の か ？ こ の

際案ずるより産むが易しだ、 教えてもらうしかないと思いみんなに何度も何度 も質問

し、 いや が ら れ な が ら も教 え て もら い ま し た。 大 変 迷 惑 を掛 け た と 思 い ま す。 周 り の

人 に 恵ま れ た こ と 本当 に感 謝 して お り ま す。

ようやく使いこなせるようになると不思議な もので、 折角の機械 だもっ と活用 した



。ゑ立 ｑ 幸 勲１雰ｉ准用 嶺 軽宰亘［× み

〃 ∠ 謡 肩 偉羊 ’⊃１（毫＝～２ ゑ 楽〔１＝丁つ 由零 蟹 ２ 景翻呈さ２ ２…劉翻二２⑦ ｉ々巽 ⑦ 隼 灘ζ暑 曽 等

⊃ｌＱ Ｑ 鉢

。享 拳 ｑユ 勲 賜 つ 嶺 雅 週 謡一⊃１日 一（｝ユ 創 導⊃１竃 蟹ヨ～ 気コ 逗 Ｑ 瀧 逗 脅（零壷目‡ ’〉 つ 巌 黛

ユ マ 皐ユ 墨 葦＝～Ｙ ⑦ 中 宰日 ？ 導 享 峯 ｑ ユ（二Ψ Ｔ α 翠⊇．耳
「ソ〉鍵 。享 ユ × 葬 〃 ∠ ラ 螺

劉 智 ヘネゑ皐 勲 咲臼講ｉ景ζ３－２｝／なメ＝？曳４「》具ｉ撃牽 弼 一⊃ｌｉ童士 管１雰穿 禦 ⑦ 駆 。ゑ 弘 「勲

啄 ・ 盟⑦ 裂」 靴３一 メ ン學 躁 ⑦卑 誕 士
。
，露 魚 泣

∩！ｉ旦⊃ 瞳 壬罪１粒 し（李立【策 想 ｒｖ妾

。享 羊 捷 脅

耳 皐 彦考≠２ 螺 ⑦ 曾 ｑ ユ１濯垂（き⊃没：２＝～溜 叩：２ ｖ 享 拳 皐幽 〉マ 景 嬰 ９ｑ＝～ｑ 溜 ４ ６ 蝉

陪 図 ⑦ 羊 臨＝～苗瓢 ⑦ マ ー 舌
’三Ｌ騨Ω 認 宗∫４⑦（；弼 聖 ぐ［：ムふ／週 ｑ 蓼…拝｝ｒ去

’・》Ｙ ｑ 呈

。
，巨 撃 α 禦冬４

＝～ ２ 隊「》 ２ ユ、

⑦ ｑ 翅 彦 冨Ψ Ｙ ⑦士 尉 ’ｑ 週 蓼 暫 鰹螺皐１寸／な当 一 ６ ＜ ♪’ 。享拳 Ｇ（摯Ｙ 卓 用託 廉 ユ Ｇ 峯

翼
’蝉 享 立 勲 Ｑ 曾 享 工 講 ’罪位．型 留℃へ竃～き諏

（毫⊃匹 ≡～ユ ｑ Ｇ 蝉 罪：￥：立 中 票 マ 拳

ｏ
，巨立 裂 留 ±き４⑦ ψ 多冬４Ｙ ｑ

駈⊃１宗 宰 ユつ喜薮群妥璽聰 専＝～曾（表騎 傷茸（｝ユ、Ｙ 溜 蟹 妾 Ｖ，巨撃 Ｑ 量
（毫＝～導【４⑦ Ｑ 隊 蓼

’
百蝉 騨→ ＜ × 〔 立 ⑦Ｑ 澱∫４短ｉ睡

。「ソ吾畢 Ω 駄字輩 璽ヱ１埆ｉ朱（李ユつ 劉’慕＝～，巨拳 つ ｑ垣劃鍵

〉つ９ 聡４９：２２ ’鏡溝誰￥ 立 ⑦認つ 撃律脅彦瑳＝～管（零瀦↓１孝 ’Ｑ革騨⊃月巽 駐 囲

’ユ ６望 禦⊃１曾 ＠ 影 。ゑ 峯 煩 ユ つ 嶺 雅⊃１× ζ ４暴 幣月
一（毫⊃｛澤 葺 ユ 中 管 ｑ ユ塊 螺 仔⊃｛昇；

鵜＝丁・ 昇 鵜 中 ・昇；ｑ 雌・島目Ｙ冬４：∠ζ ４
。享£Ｌ嬰 ⑦貿 囲 。望 つ 拳 ｑ 峯 つ ユつ 母翼｛Ω景

。ゑ拳 ｑ ユ勧 景

粥劇 矧２γ舅’＝～認「γ４盈：回 つ 妥 》マ臼 由 立 ζ メ ４∠きｙＳ Ｅ認 拳 認 拳 。＝～コ ⑦＝～曾 皐ユ、蝉

寸 孫 匙 一 〃 ／（ ン ⊇． 珊 』」；』 ９ 冒 瑠 導文査 珊
’９：２＝～ 認 つ 婆 辟 ⊃｛ｉ前・去 ’ユ 需 皐（拠 鰍 今 遥

「ｕ

（９） ６牢詳ミラ暫苓韮匪錘＝』（暫）



（６） （協）千葉電設協会だより

そば打ち

千葉市下水道局 下水道施設建設課長 関 一 洋

福 島県 会 津地 方。こ の 辺 は 温 泉 の宝 庫 で あ る。単 純 泉、鉄塩 泉、大 小 様 々 な 湯 が 至る 所 に

ある。タ ダあるいは数百円を持って湯三昧が味わ える。そもそ も私とそば打ち の出会い

は この 湯巡 り か ら始 ま り、近道 のつ も り の 寄 り道 がそ ば 打 ち の ス タ ー ト とな っ た。会 津

若松の 北、山都という小さ な田舎町で、駅のそばに資料館と一緒にそば処 なる ものを営

んで い る。そ こ で は、そ ば の由 来 な どの 展 示 と そ ば 打ち 体 験 が出 来 る よう に なっ て い る。

若 いお 兄 ち ゃ ん（役 場 の 職 員 か な ？） が講 師 で さ わ や か な 弁 舌 を 持 っ て、
１ 時 間 ほ ど の

．

間 に ４ 人 前 の そ ば を 打 ち 上 げた。（ち な み に 料 金 は２５００円 で す。）い よ い よ 試 食 で あ る。

旨い ！ 土 産 に そ ば粉 １ ㎏ と 打ち 粉 を 買 っ た。そ ば 打ち 人 生 の 始 ま り であ る。ま ず、道 具

揃 えか ら、所 詮 素 人始 め ゆ え 安 い の を 探 し て みた。こね 鉢 は 偶 然 旅 行 中、
白川 郷 近く の

「道 の駅」で、そ ば 包丁 は「か っ ぱ 橋」で。初 めて 自分 で 打 っ た そ ば ！ ブツ ブ ツ切 れ て い た。

山都のお兄さんに電 話して、水は？打ち 粉は？たたみ方は？また打った。恥ずか しくも

な く、あ る 寄 合 い に
「出 張 そ ば 打ち」を し て み た。打 ち 初 め て ３ 回 目 あ た り で あ る。こ れ

も見 事 失 敗 し た。それ で も 次 の 粉 を 求 め、打っ て みた。打 ち 始 め て ５・６ 回 目 にな ろ う か、

よ う や く「そ ば」ら し き もの に な っ た。今 で は、２００人 分 く ら い の そ ば を 打っ た だ ろ う か。

ご近所 に「そば外交」をする に至っ た。あき らめずに何度 も挑戦 してき てよかっ たと思

う。
「や っ と出 来 る よ う に なっ た」そ う 思っ た 時、２０年 近 く な ろ う か、係 長 時 代 の こ と で

ある。あるメーカー と当時下 水汚泥処理では先端技術と言 える共 同実 験を行っ たこと

が思い 出されて来た。下水か らでた汚泥を黒い石に変える 画期 的実験 である。（汚 泥溶
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（８） （協）千葉電設協会だより

桜

千葉市都市局建築部 建築設備課主幹 吉 田 隆 徳

ここ数年、 毎年春 が近づく と心が浮き立ってくる。 春の訪れの象徴 であり生命の息

吹 が 感 じ ら れる 満 開の 桜 を 見 ら れる こと が、 喜
び の ひ と つ と なっ て い る。

勤 め てか ら見 る 桜 は、 もっ ぱ ら 花の 下 で 散 っ て く る 花 び ら を盃 に 受 け、 酒 を 酌 み 交

わ し な が ら見 る も の だ っ た。 暖 かな 日差 し の 下 で、 若干 朋 寒く は な る が夜 桜 見 物 で 車

座 に な り 仲間 と 飲 む 酒 の つ ま み が桜 に 思 え た 時 期 も あっ た。 が、 年 を 経 る に 従 い 桜 を

見る思いが心の中で徐々に変化 してきた。 健康を意識し始め散歩やゆったりした旅行

を 重 ね るう ち に、 今 ま で と は違 う桜 との 出 会 い が 待っ て い た。

我が家の近くに も桜が多数あ り楽 しませてくれる。 住 宅街の中のグリーンベルト沿

い
、 花 見川 の 土 手、 新 しく 整備 さ れた 公 園 に 植 え ら れた 桜。 こ れ ら は 私 の 散 歩 コー ス

に も なっ て お り、 花 の 芽 が見 え 始 め る と、 歩 き な が ら心 の 中で 開 花 時 期 ・ 満 開 の 日 を

予 想 して しま う。 桜 は ど こに 咲 い て も そ の 美 し さ を発 揮 する 花 で あ る。 稲 毛 の国 道 沿

いに ある自転車・歩行者専用道に咲く桜並 木も良く、 千 葉トヨペット前では満開の 頃

ライ トア ッ プ を し てく れて い る。

ウオーキングをかねた組み合わせでは、 花見川 にかかる亥鼻橋か ら下流のサイ クリ

ングロー ド沿いの土手に、 地元の有志の方々 が植えてくれた桜並木が癒される散歩道

に な っ て い る。 ま だ小 ぶり の 桜 で 小 規模 で は ある が、 花 見 川 と 桜 のバ ック に春 の 澄 ん

だ青空、 このとき の花見川の水面は青空を 映し彩を添えている。 やや 湾曲した川の流

れは散歩だけでなく桜鑑賞に適したゾー ンとなっている。

花見川 のこの風 景を何百倍とも思われる ほどスケールアップした場 所が、 みちのく

の小京都といわれている角 館町の桧木内川堤に展開されている。 こち らの染井吉野は

永く 寒い東北の冬を耐え、 春 の暖かく柔らかな気候に一気に開花 し、 は じけたように

咲 い て いる。 満 開 に な り散 り 初 めの 桜 吹 雪 の 光 景 に は圧 倒 さ れる も の があ る。 全 長 ２

ゆ の こ の トン ネル を そ ぞ ろ 歩く も よ し、 ま た 河 川 敷 にお り て シー トの 上 に 横 に な っ て
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（１０） （協）千葉電設協会だより

三年目の初心！？表明

千葉市都市局建築部 建築設備課技師 山 田 厚

先 日、 会報 「千 葉 電 設 協会 だよ り」 へ の 投 稿 を 依 頼さ れ ま した。 で す が 私 は、 そ の

基 本 理念 ・会 員 ・ 活 動 に つ いて、 恥ず か し な が ら 完 全 に理 解 して い な い 事 に 気 づ き、

イ ンタ ー ネ ッ トを用 い 調 べて 見 ま した。 す る と、 きち ん とホ ー ム ペ ー ジ が 作 成さ れ、

多少テス トアップ中のページがある ものの、 千葉電設協会についての紹介がされてい

ま し た。 そ の中 で 会 員 会 社 を みる と、 既 に 工 事 を 発 注 した 事 のあ る 業 者、 知っ た名 前

ばかり。 千葉電設協会については何度も耳にしていました が、 今まで自分が監督員に

就いた工事のほとんどが会員の皆様方による施工と今更なが ら知り、 驚きました。

私は公 務員三年目です。 以前、 民間の企業 に就職 したのですが、
「利潤を追求する仕

事よりも、 公共事業の建設に携わる仕事に就きたい」 と千葉 市職員の道を選びました。

現在、 建 築設備課に所属し、 主に 「市有建築物の新築及び増 改築工事に係る電気設備

工事の設 計及び監督」 を行ってま す。 私自身は教育委員会の 建築物を担当してます。

私の仕 事は、 市民と直接触れ合 う事よりも主に新たに建設 ・改修する建築物等を通

じて、 住 民ニーズへ対応し、 市民へ貢献する事が多くなりま す。 ですが建築物を直接

建 設 する の は、 会 員 の 皆 様 方 であ り、 もち ろ ん 自 分 で はあ り ませ ん。 会 員 の 皆 様 方 と

は、 それぞれ役割は違いますが、 千葉市職員の力だけでなく 様々な組織の協力と、 ま

たそれぞ れの組織が円滑に機能す る事で、 結果として市民生 活の向上につながってい

く事を会 員皆様方と共に仕事をす る中で改めて知りました。

ま た、 こ の二 年 間 を 自 己 評価 す る と、 自 分 は 今 ま で 担当 し た 少な い 現 場 の 中 で も、
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（１４） （協）千葉電設協会だより

老 後

千葉市住宅供給公社 業務課長 根 本 隆 也

最 近 私は、老 後 につ い て い ろ い ろ と考 え る こ とが 多く なっ た。

例 え ば、老後 は、家 族 に 迷 惑 をか け た り、足 手 ま と い に なっ たり しな い か、ど う す れ ば

健康で生き 生きとした老後が送れるか。

また２０００年にスタ ート した介護保険 制度につ いて、将来 それらの介護施 設の利用 に

よ り 家族 の 負担 を 軽 減 す る こ と がで きる か、な ど ふっ と 頭 に浮 か ん で く る。

一方マスコミ等の情報 などによる と、現 実は 家族の介護者 としては先ず 配偶者が支

援し次に子 供が介護している現実。そして介護保険制度が施行されてからの情報は、特

別養護老人ホーム の入所 申請者の増大 で入所できずに待機 している 状況や、サー ビス

の質に関す る苦情が多いこと、従事者の質の問題・誠意のない事業者がいる等々好まし

く な い 話ば か り が 耳 に 入 っ てく る。

そういう状況の中、私は本当に 生涯健やかに 生き生きと暮らすためには何 をす れば

いいのか考 えだす と「老いは誰に でも訪れ、急 に後ろ を振り向くと老い が立ってい る」

ような気が して私 も寂 しい気持 にな り、またそ ういう年になったのだなと 思い今か ら

老 後 につ い て 心の 準 備 を しなく て は と感 じて お り ま す。

そこで長 寿を心から喜び、幸 せを実感するためには、高齢 になっても心身ともに健康

で、生 涯現 役 と し て 様 々 な 活 動 に 参加 して み た い。

そ れ には、自 分 の 健 康 は 自 分 で 守る と い っ た 自 覚 を持 ち、趣 味 や 教 養、ス
ポ ー ツ、娯 楽、

などの活動を通 じ自分に あった ライ フスタイ ルを築いていきたいと 思う が、実は私は
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（１６） （協）千葉電設協会だより

私の ゴルフ

爾千葉市都市整備公社 建築課主幹 小 倉 俊 彦

７年前に ゴルフを始めた。 それまではゴルフに対して の何の興味も持っ ていなかっ

た。 問わ れ れば む し ろ、 あ ん な 小 さ な 球 を 打っ た り 転 が した り し て ど こ が 面 白 い ん

だ？芝の維持に農薬が使われ周囲や地下系の環境 に影響がある だろうし、 だいいち、

あんなに広 い面積を独り占めにして、 ただでさえ狭い日本なのにゴルフ場なんか必要

な い じゃ な いか、
農 地 や 住 宅 地に し た 方 が よ ほ ど 有 益 だ ！な ど と単 純 に 感 じ て い た。

当 時 の職 場 は ゴル フ が め っ ぽ う 盛ん。 コ ンペ に 誘 わ れ て、 敵 （？） を 知 る こ と も 大 事

だ ！ とい う 訳で 参 加 し て み る こ とに した。 結 果 は 当 然 の ご とく 最 下 位、 そ れ も ダ ン ト

ツ の。 ス コ ア は よ く 覚 え て な い が１８０台 ま で 行 っ た と 思 う。 元 来 ス ポ ー ツ は 苦 手な 方

で 何 をや っ て も 下 手 で あっ た が、 そ ん な ス コ アで あっ て もや っ て み る と、 こ れ が 意外

と、 自分で も不患議なく らい面白い！頭で思って いたのと実際やってみるとでは大違

い。 日本 の 国 土 面 積 の 狭 さ のこ と な どいっ ぺ ん に ど こか に 吹 き 飛ん で し ま っ た。 早速、

そ の 日か ら 自 己 流 の猛 練 習 を開 始。 毎 週 の 土 曜・ 日 曜 は もち ろ ん、 平 Ｂ の ナイ タ ー も

練 習 場通 い。 フ ォ ーム な どお 構 い な し。 時 に は 一 回 の 打ち っ ぱ な しで 連 続 千 球 も 打っ

た。 あ る 日 の こ と、 ク シ ャミ を し た とた ん 背 中に 激痛 が走 っ た。 自 己 流 の 変 なス イ ン

グでの練習のし過ぎが原因だった。 背中がギックリ 腰になったようなもので三日間寝

込んだ。 それからは数 をこなすスイ ングは止めて、 ゴルフ雑誌のプロの分 解写真を見

な が ら真 似 し て みた り、 ス ク ー ル に も 入っ て みた り した。

そ れ か ら す で に７ 年、 当 時 の 勢 い は ど こ へ行 っ た や ら、 一 向 に 上 達 の気 配 もな く、
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（１８） （協）千葉電設協会だより

私のゴルフ人生

協同組合 千葉電設協会 理事 久 保 昭 雄

私 がゴ ル フ を 始 めた の は、 ２６歳 の 時、 約３０年 も 昔 の事 で す。

先 輩に 誘 わ れ 初 め てコ ー ス に出 る こ と に な り、 三 越 へ行 っ て 訳 も 判 ら ず、 と にか く ク

ラブを買いました。 場所 は神奈川県の富士にある ゴルフ場です。 朝早く 一人 遅刻して

はいけない と必死でハ ンドルを握り高速を走って いましたが、 とんでもない事が起き

た ので す。 そ の と き の事 は 今で も忘 れ る 事 が で き ま せ ん。

それは、 高速で前を走っていたダン プカーの荷台から石 が落ち私の車のフロントガ

ラス に ぶつ か り、 大 きく ヒ ビ が入 っ て しま っ た の で す。 前 が見 えず 走 り にく い の で、

路肩によけ フロ ントガラスを全部取り 除きガラス なしで走行 しま した。

それでなくて も寒い朝なのに、 まとも に風を受け体がガタガタ震 え、 ゴルフのために

買っ たカ ッ パ を取 り 出 し そ れ を頭 か ら か ぶ っ て、 ゴ ル フ 場 に向 か いま し た。

なんとか ゴルフ場に着いたのですが、 ルールもマナーも知らず、 練習もせずいきな

り コ ース へ 行っ た の で す か ら、 ク ラ ブ がボ ー ル に 当 た る わ け が なく、 打 っ て は 走 り、

打 っ て は 走 り、 大変 な 一 日 で し た。 そ の 時は ル ー ル は 勿 論、 マ ナ ー の嫌 っ て 言 う ほ ど

教え ら れ ま し た。 競 技 上 の ル ー ル も大 事、 マ ナ ー は も っ と 大切、 マナ ー を 損 な う と 一

緒にラウンドして いる人達に不愉快な 気分を与えて しまうからです。

１０年 位 前 迄 の 私は 「ゴ ル フ はス コ ア より 楽 しけ れ ば よ い」 っ て ・ … 言 い 訳 で す

が、 １００を 切っ た こ と が有 り ま せ ん で した。 どう や っ て も１００が 切 れ な いの で す。 今 か

ら１５～６年 前 に２０名 位 の会 を 作 り、 年 ６ 回 コ ン ペ をや っ て いた の で す が、４０回 を 迎え て
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（２０） （協）千葉電設協会だより

二 代 目

㈱北斗電業 代表 聯 役 斉 藤 功 一 郎

私 は、俗 に言 う二 代目で す。親が 高齢 にな り、一線 を退 い たの で、そ の後 を ただな ん となく 引

継 ぎ現在 にい たっ ており ます。筆不 精の 私で すが、二代 目 につ いて一筆 書 けと 言わ れま した

の で書 かせていた だきます。

世 の中に は、初 代の社長 がお り、二 代目 の社長、専務が 引継い でお ります。初代 社長 は、ゼ ロか

ら会社を 立ち上げ るの で、並々 な らぬ苦労が あった と思 います。仕事・金策 ｅ ｔｃ。又、二 代目

は二代 目の悩 み苦 労 があるの も 事実です。引 継 いで会 社 がうまく いっ て 当たり 前、初代 より

会 社 を大き くし ても 世間か ら、二代 目だ から と言 われ ます。私 事 です が、２０代は、女 性を追 い

かけ、ダイ ビングに夢 中にな り、国内は もとより 海外 にも何度 となく 遠征い たし ました。３０代

は青年会議所（ＪＣ）に入会し青年会議所運動を、３０代半ばより家業に精をだし現在に至って

お ります。ま だまだ自 分は若 いと 思ってい ます が、５０を過 ぎます と、２０代、３０代 の若 人には、口

にはだ し ません がと てもつ い ていけ ませ ん。自 分 のとき の２０代・３０代 を思 い出 しま す と仕事

が終わり 酒を飲 み飲 み徹夜マ ージャ ンで、一睡もせ ずそ のまま仕 事へ。又、昔は 今
と違 い土曜

日の休 みも なく、仕事 が 終わる とそ のま ま車を 飛ば し西 伊豆雲 見の 民宿 へ直行 です。千 葉か

ら片道２５０ｋｍあ ります。猿が庭 先に来る ような田舎 ですから、１０時過 ぎに民宿 に着い たときは、

家は真っ 暗、玄関には鍵 がか かっ ていて何 とかあ けても らい、叱られ なが らも家の 中へ、勝手

知っ たる第２ の我 が家。毎度の ことセル フの晩め し、小宴 会のは じまりです。

何しろ宿 泊 代より、酒代 の ほう が多く 払っ てい た。雲見 の民宿 は 今現在 も、全 て 天然温 泉 で、

少し塩分 を含 んで い ます。昨晩の アル コール を 抜くため に朝風 呂で す。そ し て朝飯 を食っ た
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（２２） （協）千葉電設協会だより

防 犯 ・ セ キ ュ リ テ ィ 需 要

松下電工株式会社 千葉電材営業所長 高 橋 康 文

日頃は弊社商品に対しての格別のご愛 顧を賜り、 暑く御礼申し上げます。

さて、 建設業界に身を置く我々には現 在大変厳しい時代が続いております。

た だ、 どの業界でも勝ち 組と負け組の 企業に分れており、 勝ち 組企業となる為の経

営者には、 客 観的に自社の置かれた状況を見極めて論理的に事業の実態を掌握 し将来

を予見する能力と同時に、 社会・経済・政治のトレン ドや顧客の潜在需要を嗅 ぎ取る

感性 が要求されております。

そこで電気工事業界に関連する トレン ドですが、 情報化・環境問題に対して の省エ

ネ・少子高齢化・リニューアル・代替電力の燃料電池等たくさんの需要が見込まれま

す
。

そ して住宅では 「オール電化」 の波が急速に高まってきています。

そん な 中 で 今 回 は 「安 心 ・ 安全」 と い う トレ ン ドに 対 して 「防 犯 ・セ キ ュリ ティ 需

要」 について少 し触れさせ て頂きます。

ご存知の通り昨今の刑法犯 罪は増加の一途を辿っていて、 この５年間 で約１４０％増

と なっ て い ま す。 そ ん な 中 で 警察 も 手 が 回 り き れな く て 検 挙 率 が 年 々 減 少 して い ます。

検 挙数がいっしょでも犯罪 がどん どん増えている ので 率が下がっているのです。

そこである程度の自己防衛をする必要が出てきま した。 またお隣の東京都では 「安

全 ・安心街づくり条例」 がこの１０月から施工され、 全 国的にその動きが出てく ること

が 予 想さ れ ま す。
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（２４） （協）千葉電設協会だより

賛助会員部門別名簿
資材購入等は賛助会員にお願い致しましょう

ニ
ら

クじ＿ ム

盤及び機器メーカー部門
＊各部門五十音順に掲載

＊太字は広告掲載会社

会 社 名 代 表 者 名
郵便

番号
所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

㈱ 愛 知 電 機 製 作 所 東 京 支 社 長 栗 田 泰 史
１０５－

０００１

東 京 都 港 区 虎 ノ 門２４番１０号

三 興 第 一 ビ ル ６ Ｆ

０３－３５０１－０４０１

０３－３５０１－００８７

大 崎 電 気 シ ス テ ム ズ ㈱ 営 業 部 次 長 丹 羽 和 雄
１４１－

０００１

東京都 品川区北品川５丁目 ５番２７号

大崎電気 ビル ２号 館２号

０３－３４４３－７１７５

０３－３４４３－７６４４

千 葉 電 機 ㈱ 代 表 取 締 役 和 田 龍 二 郎
２６４－

００１７

千 葉 市 若 葉 区 加 曽 利 町

４７５番 地 １

０４３－２３１－８７５５

０４３－２３２－０４７９

中 立 電 機 ㈱ 千 葉 営 業 所 長 浅 井 祐 一
２６０－

００１３

千 葉 市 中 央 区 中 央 ４ 丁 目

１２番１２号 金 剛 ビ ル ４ Ｆ

０４３－２２２－０７９５
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（２６） （協）千葉電設協会だより

一総会殻告一

第１９回通常総会開催

第１９回通 常総会が５月２２日午後２ 時２０分より千葉市内のグリー ンタワーパ レス千葉

において組 合員７６名（委任状を含む）出席のもと開催された。

議案審議 に移り、平成１４年度 事業経過報告、同収支決算報告、監査報告、平成１５年度事

業計画案、同収支予算案は全会 一致で可決し承認された。続いて任期満了に伴う役員改

選で前役員 の再任と桜井常治（チ葉塚田電気㈱代表取締 役）、渡邊良雄（渡辺電気工業㈱

代表取締役）、田中宏幸（モデン工業㈱常務取締 役）の ３人の新理事を決めた。新理事長

には理事の互選で㈱光栄電設工業の好地社長が再選された。

引き続き、建築部より１５年度 主要工事や、公共建築整備の取り組みについての行政説

明後、鶴岡市長をは じめとする 千葉市や、外郭団体幹部、千葉県中小企業団体中央会、関

係団体の ご来賓をお招きして総勢１４０名の出席のもと懇 親会が開催された。

席上、好 地新理事長は公共投資 の削減により 淘汰の時代に入ってきたと述 べた 上で

入札契約制度の見直しを始 め電子入札、ＩＳＯ 認証取得、環境、安全管理等 の問題 にふ

れた。これらを踏まえて「我々中小企業 にとっ ての公共工事は、運命の命綱 と言って も

過言ではなく、これらの問題には各社とも鋭意努力を重ねていく以外ない。激変する経

営環境の中 で、当協会の基本理念に基 づき、組合員の健全なる経 営体制創りに逼進した

い」と 決 意 を述 べ た。

続いて、来賓を代表して鶴岡啓一千葉市長が２月補 正予算や当 初予算と合わせて切れ

目なく工事発注を執行 していきた いと述べた上で、大 幅に改善した千葉市の発注方法や

電子入札にふれ、貴協会においても是非勉強を積んで欲しいと要請し祝辞に代えた。

水越建築部長に祝辞と乾杯 のこ発声 を賜りなごや かな雰囲気の中、岩崎顧 問の中締

めで懇親会は６時３０分に盛会裡 に解散 した。

（滝口勝 征）
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（２８） （協）千葉電設協会だより

青年部活動について

青年部 部長 小 山 嘉 一

（㈲京葉工業）

本年度より、青年部長を勤 めさせていただいており ます。前任の部長より次期部長に

推薦さ れ総会 で青年 部長に 信任さ れた ときは、緊張 のあま り頭 が真っ 白にな り何を

言っ て い い の か 分 か ら な い 状 態 で し た。しか し 就 任 して か ら は そ ん な こ とを 言 っ て い

る場合で はないことに気づき活動を進めております。

青年部発足から５年目を迎えた節目の年です。

いろ いろ挑戦していこうと考えな がら青年部会 員全員が参加し、切磋琢磨で きるよ

うな、活動ができるよう努力 してまいります。もう一度原点を見つめ直し発足当時の元

気 のい い 青年 部 に し て い こう と思 い ま す。

そのために今年度は、会員交流活動、ＩＴ促進事業、会員の資質向上活動を柱に活動し

て い ま す。

電設協 会の基本理念の一つ に地 域社会への貢献があります。そこで私は、千葉市が花

の都として誇れる街を 作る には、企業 と行政 がお互いパ ー トナー シップ を取り合 い活

動していく事により、業界の発展、会員の資質の向上又千葉市 の発展に繋がると考えま

す。先輩からよく言われた言葉 に「目 標が明確な らばその方法は無 限大である」どの山

の ど こ に 登る の か を は っ き りさ せ れば、そ こ に 行く 方 法 は 歩い て も、電 車 で も、車 で も、

ヘリ コ プタ ー で も い ろ い ろあ る で しょ う。皆 さ ん も、ま ず何 を や り た い の か を はっ きり

と さ せる こ とか ら 始 め て みる とゴ ー ルイ メ ー ジ が 掴 める ので はな い で し ょ う か。

現在に 至り僕 らは、各事業の役割分担を決め、目的及びどの ように活動するかを明確

に し て お り ま す。楽 しい 中 に も 目 的 が あ り、そ れ を 行 動 に 移 し、達 成 す る 為 の 知 恵 を見

出 して い き たい と 考 え て お りま す。青年 部 役 員 は 真 面 目 な 人、楽 しい 人 さ ま ざま な メ ン

バ ー が、一 生懸 命 考 え て 事 業 を 行っ て い ま す。

新 規 加入 の方、今 まで 参加 したこ と のない 方 は是 非 ご協力 して い ただき たい と思い ます。

「こ の 星の、こ の 国 の、こ の 町 の未 来 を あ な た は 誰 に 託 し ま すか ？

ほんの一握りのひとに任せてはいませんか？

時代を切り拓くのはわれわ れ青 年の使命である。」

次世代 を担う私たち が積極的に活 動をして いき業界の発展、如いては 地域 の発 展に

繋 がる こ とを 願 い こ れ か ら も逸 進 して ま い り ま す。
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（３０） （協）千葉電設協会だより

第１０回麻雀大会開催

今年の 夏は電力制限が騒がれておりま したが、思いがけず涼 しい夏 となり、平日にも

かかわ らず多数の会員が参加し、恒例の麻雀大会（８／２２）が錦 こいで開催されました。

室外は 涼しいのですが、 勝負が開始されると室内は熱気で 猛暑 となりエアコンが効

か な い ほ ど で した。

時 間 のた つ の も忘 れ １ 回 戦、 ２ 回戦、 ３ 回 戦、 決 勝 戦 と進 行 し和 や か な う ち に 優 勝 が

決 まり、 次 回 も多 数 の 会 員 が 参加 す る こ とを 誓 い、 閉 会致 し ま した。

（宍倉昌信）

優 勝 ㈱ 奄 美 電 設 有 川 一 男

２ 位 岩 崎 電 気 ㈱ 田 中 幹 二

３ 位 ㈱ 栄 光 社 大 角 俊 徳
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さ
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（３２） （協）千葉電設協会だより

事務局だより

囹 新規加入組合員

（組合員）

Ｈ１５． ３月 環境テクノス株式会社 代表取締役 古世古 収 氏

（住所） 千葉市若葉区桜木町５５０番地１４

（ＴＥ Ｌ） ２１４－３９６１ （ＦＡ Ｘ） ２１４－３９６２

Ｈ１５． ６月 株式会社栄電社 代表取締役 中川 誠 氏

（住所） 千 葉 市 中 央 区都 町１２６４番 地２－Ａ－６０８

（ＴＥ Ｌ） ２１４－３４２０ （Ｆ ＡＸ） ２３３－６７２２

囹 住所変更

（組合員）

Ｈｌ３． ６月 有 限会社 太陽電設工業

（新） 千葉市緑区おゆみ野中 央７丁目９番地７

（旧） 千葉市緑区小金沢町３０８番地２

Ｈｌ５
．
１ 月 株 式 会 社 協 同電 業 社

（新） 千葉市中央区市場町８番８号

（旧） 千葉市中央区本町１丁目５番１２号

Ｈ１５
，
８ 月 関 工 電 設 工 業 株 式 会社

（新） 千葉市中央区生実町１７２５

（旧） 千葉市中央区末広４丁目２０番１３号

（賛助会員）

Ｈ１３． ８ 月 大 崎 電 気 シス テ ム ズ 株 式 会 社

（新） 東京都品川 区北品川 ５丁目５番２７号

大崎電気 ビル２号館２号

（旧） 東京都品川区東五反田２丁目２番 ７号
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（３４） （協）千葉電設協会だより

Ｈｌ５． ４ 月 ミ ヤ コ 電 機 株 式 会 社

（新） 千葉営業所長

（旧） 千葉営業所係長

Ｈｌ５。 ４月 株式会社 村田電機製作所

（新） 東京支店長

（ＩＢ） 千葉支店長

Ｈｌ５． ９月 首都圏東芝電材 株式会社

（新） 常務取締役千葉支店長

（旧） 代表取締役社長 （兼千 葉支店長）

Ｈｌ５． １０月 松 下 電 器 産 業 株 式 会 社

（新） 電材営業本部首都圏支店長

（旧） 電材営業本部首都圏支店長

囹 退 会

（組合員）

・ 福 井 電 気 ㈱

・京 葉電材サービス㈱

・㈲ 武田電気工事店

・ ㈲ 東 和 電 気 工 事

・ コ ー シ ン 電 気 ㈱

・ ㈱ 昭 永 電 設

（賛助会員）

・ 小 糸 工 業 ㈱

下 村 幸 男 氏

神 川 一 彦 氏

真 光 文 人 氏

藤 川 裕 氏

仲 野 修 一 氏

佐 藤 敬 明 氏

岡 山 秀 次 氏

成 澤 輝 悦 氏

平 成１５年２ 月 ７ 日 付 に て 退会 さ れま した。

平 成１５年３ 月３１日 付 に て 退会 さ れま した。

平 成１５年３ 月３１日 付 に て 退会 さ れま した。

平 成１５年３ 月３１日 付 に て 退会 さ れま した。

平 成１５年６ 月１９日 付 に て 退会 さ れま した。

平 成１５年１０月 １ 日 付 に て 退会 さ れま した
。

平 成１４年１２月３１日 付 に て 退 会さ れま した。
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〃 Ｈ●ＺＩ

０００‘セ 濃 象 車 ￥
輩 工 冨；醍工矛舳 闘 器 戻
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〃 ＯＩ

．
ＺＩ
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’ＺＩ
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〃 ε ’ＺＩ

０９８‘ｅ 輩＝［蚤 皐口皇車
輩：：工薯；ｉ繹
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〃 乙 ．ＩＩ

０００‘９１ 蓑 工 叢 章
輩

工 劉罷 誉 塞 馴 轟 量 ・ 團 》 凱 鍛
単 ｉ童 士 乙●Ｈ’セＩＩ．１
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’
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（３６） （協）千葉電設協会だより

落 札 日 発 注 先 工 事 件 名 社 名 落札金額

６．４ 千 葉 市
幸 町第一小学校構造改修電気
設備工事 栄 電 社 ３１，３２０

６．４ 〃
花見川 区幕張コミ ュ ニティ セ ン

ター空調 設備改修電気設備工事
染 谷 電 気 商 会 ５，

２２４

６．１１ 〃
幕 張 東 小 学 校 構 造 改 修 電 気 設

備 工 事
大 西 電 設 ３３，９８０

６．
１１ 〃

稲 毛 小 学 校 大 規 模 改 造 電 気 設

備 工 事
北 斗 電 業 ２５

，
１００

６．１１
〃

末 広 中 学 校 大 規 模 改 造 電 気 設

備 工 事
千 都 防 災 通 信 ２５

，
８００

６．ｌＩ 〃
坂 月 小 学 校 大 規 模 改 造 電 気 設

備 工 事
北 進 電 設 １９

，
０００

６．
１８ 都市整備公社

若 葉 区 役 所 泉 市 民セ ンタ ー 新

築 電 気 設備 工 事
尾 高 電 工 １５，６００

６．２３ 千 葉 市
稲毛第二小学校構造改修電 気

設備工事
木 村 建 設 ５７，１８０

６
．
２４ 〃

生 浜 中 学校 トイ レ 改修 電気 設

備 工事
渡 辺 電 気 工 業 ２

，
４５０

６
．
３０ 〃

中 央 卸 売 市 場 青 果 棟 変電 所 改

修 工事
千 葉 電 気 工 事 ２億４０，８

３５

７．１
〃

高 浜 自 転車 保 管 場 他 整備 電 気

設 備 工事
ヒカル電気 工業 ３

，
１００

７．１
〃

検 見川 小 学校 受 変電 設備 改 修

工 事
笈 川 光 和 電 気 ３

，
４００

７．１ 都市整備公社
磯 辺第 三 小 学 校 外１ 校 高 圧
ケー ブル改修工事 安 藤電 気工事 ４，５２４

７．７ 千 葉 市
都賀中学校大規模改造電気 設
備工事 増田電気工業所 ５４，６１０

７．８ 〃
花 園 小 学 校 受 変 電 設 備 改 修 工

事
京 葉 工 業 ３

，
５５０

７．８ 〃
真 砂 第 五 小 学 校 トイ レ改 修 電

気 設 備 工事
松 戸 電 気 ２

，
５５２

７
．
８ 都市整備公社

朝 日 ヶ 丘 小 学 校 １ 校 高 圧 ケ ー

ブル 改 修 工事
双 葉 電 設 ４

，
００６

７
．
９ 〃

上 の 台 小 学 校 高 圧 ケ ー ブ ル 改

修 工 事
広 尾 電 設 ５

，
２００

７．１５ 千 葉 市
誉 田 東 小 学 校 トイ レ 改 修電 気

設 備 工 事
千 葉 電 業 社 ２

，
２４９

７．１６ 〃
川 戸 中 学校 受 変 電 設 備 改修 工

事
北 陽 電 機 産 業 ５

，
５２０

７．２３ 都市整備公社
千 葉 公 園体 育 館 改修 電 気 設 備

工 事
成 田 電 機 ５

，
７３０
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（３８） （協）千葉電設協会だより

落 札 日 発 注 先 工 事 件 名 社 名 落札金額

９．２５ 千 葉 市
新 町若 松 町 線他 道 路 照 明 灯 設

置 工 事
し ま で ん ５，８００

９．３０ 〃
南 部 浄 化 セ ンタ ー 給 排 気 設 備

用 低 圧 配 電 盤 更 新工 事
光 栄 電 設 工 業 ８３，９６０

１０．７ 〃
若 葉 区 保 健 福 祉 セ ン タ ー （仮

称） 新 築 電 気 設 備工 事
増田電気工業所 ２億１３，

８５８

１０
．
７ 〃

花見川図書館花見川団地分館・花見川

市民センター及び青少年補導センター

北分室複合施設改築電気設備工事

新 東 電 設 工 業 ４７
，
３８２

１０．８ 〃
美 浜 長 作 町線 昇 降 機 設 置 他 電

気 設 備 工 事
大 東 電 設 ３，３２５

１０．８ 〃
花 見川 消 防 署 新 築 外 灯 設 備 工

事
粟 飯 原 電 気 ３

，
６９０

１０．８ 〃 大 宮 学 園 改 築外 灯 設 備 工 事 日本ライ ト電商 ２
，
６５４
，
９００円

１０
．
１５ 〃

和 陽 園 直 流 電 源 装 置 蓄 電 地交

換 工事
旭 電 工 ３

，
４８３

１０．１５ 都市整備公社
真砂第三小学校外１ 校特殊学
級教室改修電気設備工事

ヒカル電気工業 ３，３５１
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電 設 資 材 総 合 商 社

主 要 営 業 品 肝一
電線 管及 び附属品 一式・照 明器具 ・配 線器具

電 線 ・ 受 変 電 設 備 ・ 配 電 盤 ・ 分 電 盤

空 調 設 備 機 器 ・ 住 宅 設 備 機 器 ・ 通 信 機 器

並 び に 内 外 線 電 気 工 事 材 料 一 式

松 下 電 工 株 式 会 社
．
代 理 店

新東京電材株式会社
本 社 東 京 都 墨 田 区 向 島２－２２－５ ＴＥＬ．０３（３６２３）７００１㈹

千 葉 営 業 所 千 葉 市 中 央 区 末 広 ３ － ５ － ７ ＴＥＬＯ４３（２６４）１１２１
ＦＡＸ
．
０４３（２６４）１１２６

千葉特機営業所 千 葉 市 中 央 区 末 広 ３ － ５ － ７ ＴＥＬＯ４３（２６４）１１２１
ＦＡＸ．０４３（２６４）１１２６

東 営 業 所 柏 市 西 原 ７ － １ － ３ ＴＥＬＯ４７１（７８）５５１１
ＦＡＸ．０４７１（７８）５００５

配管機赫営業所 柏 市 西 原 ７ － １ － ３ ＴＥＬ、０４７１（７８）５５１１
ＦＡＸ．０４７１（７８）５００５

成 田 営 業 所 千葉県 印 旛郡富 里町 日吉倉４７－ ２ ＴＥＬ．０４７６（９３）５１１１
ＦＡＸ
．
０４７６（９３）５１１５

茂 原 営 業 所 茂 原 市 木 崎 ２ ７ ９ － １ ＴＥＬＯ４７５（２２）５１８１
ＦＡＸ
．
０４７５（２２）５８８１

君 津 営 業 所 君 津 市 中 富 ９ ６ ５ － １ ＴＥＬ．０４３９（５４）８１１１
ＦＡＸ
．
０４３９（５４）８０８８

中 央 営 業 所 東 京 都 墨 田 区 向 島 ２ －２２－ ５ ＴＥＬ．０３（３６２４）４３３１
ＦＡＸ．０３（３６２４）２５６６

電 設 営 業 所 東 京 都 墨 田 区 向 島 ２ －２２－ ５ ＴＥＬＯ３（３６２４）４３３１
ＦＡＸ．０３（３６２４）２５６６

茨 城 営 業 所 茨 城 県 土 浦 市 虫 掛 東３７０６－ １ ＴＥＬＯ２９８（２３）７３７１
ＦＡＸ
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ＦＡＸ．０３（３９５５）８１５２
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ＦＡＸ
．
０３（３９５５）８１５２

多 摩 営 業 所 東京都東久 留米市八 幡町２－１３－２９ ＴＥＬＯ４２４（７５）５５５０
ＦＡＸ．０４２４（７５）２４９０
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分岐ブレーカに横幅

１６ｍｍ のコ ン パ クト

フ レ ー カ ＳＨ 型 を

搭載し、大幅な小 型

化・軽量 化を 実現。

３２ｍｍ

ゆ

１６ｍｍ

安全 ブレーカ コンパクト
Ｈ Ｂ 型 ブ レ ー カ

ＳＨ型

瓢

．

「

差 し込 むだけの ワン

タッチ施工。接続完了

表 示 付な の で 作 業

の 信頼 性も 向上。

施

ｋ ∴ 電線接続

冤
一次 側はプラグイン １００Ｖ時

方 式。ワ ン タッ チ で
で糟ｍ

接 続 が 完 了。１００Ｖ、

２００Ｖ電圧間 違いも

なく確 実に行えます。

プラグイン方式

２００Ｖ時

こ れ からは、施 工も設 置 場 所 にも困りま せ ん。

●コード短 絡保護用 瞬時 機能を搭載し、安全性 を向 上。

● 短 絡 遮 断 容 量 を２．５ｋＡに拡 大し、さらに 安 全 性 を向 上。

●フ ラ ットハ ン ド ル の 採 用 に より、識 別 性 が 向 上。

●１００Ｖ－２００Ｖがワ ンタッチ で 切 替 えられ る 釦 切 替 式。

● 同 一 モジュー ル のコン パクト漏 電 ブレーカＳＨＥ型 を開 発。

コ ンパ クトブレーカ 搭載

アロで鷺
ｉ

Ｃ型１
空 蕊：

○ 商品 に 関 するお 問い 合わ せは、 〒２６１－７１３３ 千 葉 市 美 浜区 中瀬２丁 目６番 地 ＷＢＧマリブウエスト３３Ｆ 松 下 電 工（株） 千 葉 電 材 営 業 所 ＴＥＬ．０４３－２９７－５５３１。

あ かりと電気設 備ホームペ ージ ｈｔｔｐ：〃 ｗｗ ｗ．ｍｅｗ．ｃｏ．ｊｐ／Ｅｂｏｘ ５ｍａ’ｔ５０’眈’ｏｎ５ｂｙ 閥▲ｉｓ



０ ８ ９ ９’～ヲ∠餓９ ９ 己 ０ ： × ∀ヨ

乙 ８ し ∂一８ δ一９ ９ 己 Ｏ ｌ × ∀ヨ

騨 ク ０ ９－９ ８－ε ９ 己 Ｏ ｌ × ∀ 」

８ ｔ７０９ －９ ８一ε ９ 己 Ｏ ： × ∀ ヨ

Ｌ己 Ｌ Ｌ－９ 乙’９ ９ 己 ０ ： コ ヨ⊥

Ｌ ９９ Ｌ’８ 己・９ ９ ど Ｏ ｌ コ ヨ⊥

口 Ｌ ε’９ ８一∈）９ 己 ｏ ： 「ヨ ⊥

こ ＬＬ ε．９ ８－ε ９ 己 ｏ ： 「ヨ ⊥

９’ｔ７ε 乙 盟 面 古 ￥ 里 雅 匡レミ罰 癒 醤 Ｌ乙 ００－９ ６ ε 当

８ ９’１一～３工醜 垂 藝 窟 雪 望 ミ… 團 首 旛 醤 し ８ ００一シ ６ ε ム

６－Ｏ∠．９ 乙 蕊
…葺 孟 ￥ 里 宰 構 肖 癒 響 ε ε Ｏ Ｏ－６ ６ ε 去

６冒０ ∠ ９ 乙 認 轟 看 ￥ 二艮 宰 購 肖 蟻 響 ε Ｅこ０ ０－６ ６ ε ⊥

塑 ．糞 冒 雅 断

翼 毒 屋 § 團
望 糞 鳳 県 酵 く ４ζ ユ ー 己．♪ ４

塑 薫 罵 Σヒ 稚

０ ∠ ９己一６ ８ ９ ９』ε Ｏ ｌ × ∀ 」

Ｏ 乙 ９己一６ ８ ９ ９一ε ０ ： × ∀ ヨ

Ｇ 乙 ９８－６ ８ ９ ９’ε ０ ：．× ∀＝」

ｔ７９ ０ ８’６ ８ ９ ９一ε ０ ： 一日 ⊥

ウ ９ ０ ８’６ ８ ９ ９一ε ０ ： 可ヨ ⊥

セ ９ ０ ８’６ ８ ９ ９ £ Ｏ ：
－
１ヨ ⊥

己’８－８ 弩 箸≦図 箪 苓 哩 当 車 ウ ε Ｏ Ｏ－ｅ Ｕ 去

∂’己・己 竃 讐 刃 当 Ｘ 膓 当 壷 シ ε ０ ０一ε Ｌ Ｌ 主

♂～ヲ で 皆 蟹 刃 当 ≧〔臼是 宣 肇 レ ε ０ ０一ε Ｌ し 些

鵡 ヨ ｓ

挺 薫 霞 己 疑 く ロ ▽ 宮
塑 蒙 冒 ［ 蜜 く ロ ▽ 卑

頭 一 護 累 距 申
！（ ロ ▽ 郭

０ ε ９８匿８ ε ６ｒ雪 ９ ０ ’ × ∀ 」

９ Ｌ８ ９ ９ 己 ∂一．９ｔ７ ０ ． × ∀＝」

８ ８ ８ ８’Ｌ ８ ε一９ レ ０ × ∀ 」

し ６ ε ８’己 ε ６－９ ９ ０ 「 「 ヨ⊥

Ｌ Ｌ ８ ９『９ ど～ヨ』９ レ ０ ．
一１ヨ⊥

Ｌ ｌ ９ い８ ８ ε’９ セ ０ ： 「 ヨ⊥

９ Ｌ’８ 塊 歌 坐 空 凄 屋≦ 肖 團 醜 ユ ε ８ ０－Ｏ Ｌ ケ 占

」 ８つｒ．２
四 〇 い ６ ９ シ 客 薗 望 宰 劇 肖１１１豊 瞬 己 ε ０ ０一ε ウε 壬

し’８ ８ ９ 工田 量 璽 図 § ４ 耳＝吝｝ 理 丞 獣 首 ＩＩｌ妾 凝 己 ９ ０ ０’０ レ～３ 占

［ ６ ウ ８’ｔ７９ 己一∠ ８ ０ ： × ∀ 」

９ ε ツｔ７’９ 己一９ ８己 ０ × ∀ 」

ｔ７【 ９ｔ７冒９ｔ７’９ ∠己 Ｄ ； × ∀＝」

Ｌ ８ ８ ε ・ ｇ ｅ －ｔ・ ６ ど ｏ ： × ∀ 」

９ ０ ９ ０一己 己 ８’６己 ０ ： × ∀ ゴ

巳 ケ ８－ｔ７９ 召一乙 召 ０ 「 ヨ⊥

ε 弓 乙 Ｌ’ε 己一９ ８～ヲ０ ：一１ヨ⊥

ｇ ｇ ｅ ｇ’９ｔ７’９ 乙～３０ １ 「 ヨ↓
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Ｌ ９ ［ ∂ーど 召 ８－６ 己 Ｑ
．
１ヨ⊥
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ｒ

地域に密 着 した営業所ネッ トワーク

電設資材の総合商社

」■曜 躍 ８

層
」■ ■膨πｒ」■■

主要代理店・特約店

東 芝ライテック㈱ ・ 松 下 電 工 ㈱

古 河電 気 工業 ㈱・三 菱 電 機 ㈱

． 一 一 一 一 一 一 一 一一 … 一 一一 一一 一 取 扱 商 品 一 一 一一 一 一 一一 一 一 一 一 一一 一 一 一一 一
，１

　

ｉ 電 線 ・ ケ ー ブル ・ 電 線 管 ・ レー ス ウ エイ ・ 配 線 器 具 ・ 照 明 器 ｌ

ｉ．具 各 種 ラ ン プ類 ・ 変 電 所 材 料 ・ 高 低 圧 配 分 電 盤 ・ エ ア コ ン・．
ｉ

ｌ 電 柱 装 柱 金 物 ・ モ ー トル ・ トラ ンス 高 低 圧 コ ン デ ン サ ・ 非 常 ｉ
Ｉ

重

１ 用 発 電 機・イ ンタ ー ホ ン・防 災 ラ ン プ 電 動 工 具・電 気 温 水 器・１．

ｉ住 宅設備機器・家庭電化製品 １
，

１

１

』 一 回 ■ 一 一 一 日 一 一 一 一 ■ ■ 一 一 一 鵯 一 國 一 一 ■ 一 一 一 甲 一 ■ ■ 一 ■ 一 一 一 一 ■ 一 ■ ■ ■ 一 一 一 一 一 ■ ■ 一 一 ■ 一 嘲 一 」

【ネ ッ ト ワー ク】

川 ロ 営 業 所

荒 川 営業所

江戸川 営業所

墨 田 営 業 所

浦 和 営業所

足 立 営 業 所．

北 営業所

板 橋 営業所

中 野 営業 所

練 馬 営業所

豊 島 営業所

中 央 営業所

文 京 営業 所

越 谷 営業所

成 増 営業所

品 川 営業 所

杉 並 営業所

松 戸 営業所

春 日部 営業 所

川 越 営業所

船 橋 営業所

市 川 営業 所

０４８－２５１－４６５１ （｛℃）

０３－３８９４－５１７６ （代）

０３－３６５３－９４４１ （代）

０３－３６３６ －５８４１ （ 代 ）

０４８－８５７－３１０１ （ 代 ）

０３－３８８０－６４２１ （ 代 ）

０３－３９０３－１８６２ （代）

０３－３９７３－１８１１ （代）

０３－５３５０－３１８１ （代）

０３－３９９８－５４０２ （ｆ鴫）

０３－３９８４－７４９１ （｛℃）

０３－３５５１－９３２１ （代）

０３ｒ３８１５－３６４１ （代）

０４８－９６６－８８２２ （代）

０３－３９３８－２４１１ （代）

０３－３７８４－０３５１ 〔代）

０３－３３３２－１１９１ 〔代）

０４７－３４４－２１６１ （代）

０４８－７６１－２５可１ （ｆざ）

０４９－２２５－４０４０ （代）

０４７－４６６－２１９１ （代）

０４７－３３５－３１０１ （ 代 ）

埼 玉県 川 ロ 市川 ロ５ －１ ５－ ２ ８ 志 木 営 業 所 ０４８－４７４－４６２１ （代）

東 京 都 北 区 田端 新 町 ２－ ８－ ４ 久 喜 営 業 所 ０４８０－５８－８０２１ （代）

東 京 都 江 戸 川区 松 本 ２－ ３８ － ６ 東 久 留米 営 業 所 ０４２４－７３－４１１１ （代）

東 京 都 江 東 区大 島 ２ －３ － １ ６ 所 沢 営 業 所 ０４２６９２８－４７１１ （代）

埼 玉 県 さ い たま 市 桜 区中 島２ － １０ － ９ 立 川 営 業 所 ０４２－５２７－６６０１ （代）

東 京 都 足立 区梅 田 ６ －１ ０ － １ ０ 川 口北 営 業 所 ０４８－２６７－６８１１ （代）

東 京 都 北区 神 谷 ２－ ３８ － １ ０ 八 潮 営 業所 ．０４８－９９５－０５７１ （代）

東 京 都 板橋 匡 大 谷 ロ 北町 １ ９ － ６ 大 宮 営 業所 ０４８－６５２－８４１１ （代）

東 京 都 中野 区 南 台１ － ２ － １ 八 王 子 営 業所 ０４２６－４２－６６６１ （代）

東 京 都 練馬 区 中 村 ２－ ２ ９ － ５ 干 葉 営 業所 ０４３－２５４－５７２１ （代）

東 京 都 豊島 区東 池袋 ３－ ２ ３ － ２３ 府 中 営 業所 ０４２－３６９－５１１１ （代）

東 京 都 中央 区 八 丁堀 ２－ ２ －１ １ 世 田 谷 営 業所 ０３－３４３９－６２０１ （代）

東 京 都 文京 区 小 石川 ５－ ３ ８ －１ ２ 大 田 営 業所 ０３－５７６３－６２１１ （代）

埼 玉 県 越谷 市 瓦 曽根 ２－ ６ － ３ ４ 市 原 営 業所 ０４３６－６２－７２８１ 〔代）

東 京 都 板橋 区赤 塚 ４ －２ ４ － ２ ０ 千 葉 北 営 業所 ０４３－４２４－２７１１ （代）

東 京 都 品川 区 二 葉 ４ －２ － １ ２ 鴻 巣 営 業所 ０４８－５４１－７９１１ （代）

東 京 都 杉並 区松 庵 ２ －１ ５ － ５ 足 立 北 営 業所 ０３－３８５３一フ０５１ 〔代）

手 葉 県 松戸 市 馬 橋 字 岩崎 １ ４ ３ ５－ ７ 目 黒 営 業所 ０３－５４９６－８０６１ （代）

埼 玉 県 春日 部 市 小 渕１ １ ４ ７ 高 津 営 業所 ０４４－７５５－２７３１ （代）

埼 玉 県川 越 市 山 田 ５ ７１ － １ 町 田 営 業所 ０４２－７９２－３６５１（代）

干 葉 県 船橋 市 薬 円 台１ － １ ８ －４ 港 北 営 業所 ０４５－４７３－９１８３（代）

干 葉 県 市川 市 北 方 ２ －３ ４ －１ １

埼 玉 県新 座 市 東 北１ － ４ － ２ ２

埼玉 県北 葛 飾 郡 鷲宮 町西 大 輸 ２４ ８－ １ ０
．

東 京都 東 久 留 米 市柳 窪 ４ － ３ － ２１

埼玉 県所 沢 市 南 住吉 １ － １ ３

東京 都 立 川 市 富 士見 町 ６ － ４ ７－ ２０

埼玉 県 川 ロ 市柳 崎１ － ２ － ２ ８

埼玉 県 八 潮 市鶴 ヶ曽 根 ５ ８－ ２

埼玉 県 さ い たま 市 北 区 宮 原町 １ － ５ ５ ８

東京 都 八王 子 市 明 神 町１ －２ ５－ ８

千葉 県 千葉 市 中 央 区 弁天 ３－ ６ － ４

東京 都 府中 市 白 糸 台１ － ２０ － １２

東京 都 世田 谷 区 新 町１ － ３５ － １ ０

東京 都 大田 区 大 森 北 ３－ １ － １ ０

千 葉 県 市原 市 姉 崎海 岸１ ０ ９ － ２

午 葉 県 千葉 市 稲 毛 区 小深 町１ ３ ３ － ２

埼 玉 県 鴻巣 市 宮 地４ －２ － ５

東 京 都 足立 区 舎 人１ －１ ０ － ２ ０

東 京 都目 黒 区 下 目黒 ２－ １ ０ －１ ０

神 奈川 県川 崎 市 高津 区子 母 口 ３ ８ ５

東 京都 町田 市根 岸町 ２９ ８－１

神 奈川 県 横 浜市 港 北 区 新 横 浜 １ －１ ６ －２

② 小島電機工業株式会社
〒１１４－００１２ 東 京 都 北 区 田 端 新 町２－８－１１ 盈 ０３ （３８９４） ５１５１ （大 代 表）
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自動 火災報知設備 設計・施工
各 種排 煙設備 ・テ レビ共聴 設備・放送設 備

その他消防設備

‘」圃旨■ｒ弓「亀＝ 難 千葉県代理店

難 千 歳 防 災 社
千 葉 支 店：千葉市若葉区加曽利町９３４番地の６

丁ＥＬ Ｏ４３（２１４）５６８５・ＦＡＸ Ｏ４３（２１４）５８１７

本 社：千葉県山武郡成東町富口６７４

ＴＥＬ Ｏ４７５（８２）２８０４●ＦＡＸ Ｏ４７５（８２）５３２９

エネルギーと情報の機 能をしなやかに力 強く。

私 たち は、エネルギーと情 報を 伝える 電 線、
ケーブルの 専 門 商 社。

一般材料から最先端の新素材まで幅広く、心の通うサービスで豊かな暮らしと

産 業 発 展 の お役 に立っておりま す。

新しい世 紀を 拓く、藤 長 電 気。

藤長電気株式会社 東関東支店

千 葉 市 稲 毛 区 黒 砂１－５－１４

ＴＥＬ Ｏ４３－２４１－２５５２ ＦＡＸ Ｏ４３－２４１－２４７２
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バズ ーは、車 道 で の 高 い照 硝 効 率 を

確 保 し、追 い 越 し車 線 でも 窩い 窯 度

が 簿 られ る斬 道 路 野で す。 環 境保 全

に配 巌し、天窒へ の湘 漏れを 擁え蒙す。

また、窩圧ナトリウムランプを使駕す る

ことで省 工ネ ルギ ーを推遙ｉするなど、

嵩 機 能照 明 でこ れから の 聴 代に ふ さ

わしい 快遜 な道 路環 鏡をつくり窟す。

⑭ 岩騎電気株式会社
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動力制御盤

設 計・製 作

動力分電盤
監視鋼御盤

住 所 千葉市若葉区加曽利町４７５一壌
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△ 千葉電機株式会社
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